






要約:東京都多摩地区の某市において、1985年から89年までの5年間における出生児6,772

名における心身障害児の罹病率を検討した。罹病率(出生千当り)は以下の通りであった。

脳性麻痺 1.9、在宅困難な重度障害児 O.74、神経疾患関連の乳児死亡 0.89。心身障害児の

あらたなる発生はまだまだ多く、特に出生前の原因による例が多い。今後一層の研究が必

要である。 


